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１． はじめに 

(1)  研究の背景と目的 

現在の宇都宮市には交通に関して様々な問題点があ

る．朝夕の慢性的な交通渋滞，公共交通利用者の減

少，高齢者の免許返納による交通弱者の増加，自動車

分担率の増加などが挙げられる．慢性的な交通渋滞に

関しては，過度な自動車利用を減らすことが重要であ

る．公共交通利用者の減少に関しては，充実した運行

本数，誰でも使いやすいバリアフリー面，他の公共交

通との連携が必要になる．これらの問題点をはじめ，

地球環境の悪化や中心市街地の衰退などの都市問題を

解決するために，第 5 次宇都宮市総合計画のまちづく

り戦略プランの一つである「まちの骨格となる交通体

系確立プロジェクト」の軸の一つとして，LRT の整備

が進められている．宇都宮市 1)はネットワーク型コン

パクトシティを将来の都市構造とし，基軸となる東西

基幹公共交通の LRT については，全国初の全線新設に

よる整備で，その実現は都市の構造に大きな変化を与

えるとともに，市民の生活様式や企業活動，宇都宮市

の街に様々な効果をもたらすと考えられる． 

本研究では，新設される宇都宮ライトレールの沿線

地域住民にアンケート調査を行い，交通の変化（外出

目的，交通手段，外出回数等）や，新たな交通システ

ム導入における地域住民の事前評価・利用意向を調査

分析し，LRT がもたらす効果を把握する．LRT 開業前

に調査することで新しい交通システム導入における属

性ごとの利用意向や交通の変化について整理し，分析

することを目的とする． 

(2) 既存研究の整理と本研究の位置づけ 

 LRT 導入に関して．先進的に導入を図ってきたヨー

ロッパや日本で初めて本格的に導入した富山市などを

対象にした論文が多く存在する．海外の国を対象とし

た先行研究として，ペリー史子ら 2)は，LRT 導入が進

んでいるヨーロッパ諸都市を取り上げ，LRT 導入プロ

セス，整備効果等について調査を行った．富山市，堺

市に関する先行研究として，塚本ら 3)は，堺市の LRT

開業前の市民意識をアンケート調査によって分析し，

LRT の性能を示す環境性やバリアフリー面，公共交通

ネットワークの利便性向上に関して多くの人が高い評

価をしていることを明らかにした．望月ら 4)は，富山ラ

イトレール導入前後の目的別交通量の変化や手段分担

の変化を分析し，整備効果を示した．その結果，個人

属性ごとの交通目的や外出回数について LRT 導入前後

の変化が明らかとなった．宇都宮市の LRT 導入に関す

る先行研究として，水野ら 5)は高齢者にとっての交通環

境の重要性を唱え，高齢者を対象にアンケート調査を

行い，LRT 導入の有効性について明らかにした．以上

のように，LRT 導入に関して先行研究はあるものの，

日本においては導入の事例が少なく，研究の対象が富

山市や計画段階での堺市と限られている．また富山市

に関しては開業後のアンケートによる分析が多くなさ

れており，堺市では計画段階での調査分析によって整

備が進められているため，開業前に行われた調査分析

は少ない．加えて宇都宮市では，日本で初の全線新設

の LRT が 2023 年に開業予定であり，開業前の地域住

民の利用意向や事前評価に関する調査分析は十分必要

であると考える．そこで本研究では，LRT 開業前の沿

線地域住民の利用意向や事前評価を把握し，交通に関

する実態や導入効果について詳しい分析を行う． 

 

2.  宇都宮市の交通及び LRT に関して 

(1)宇都宮市の交通に関する整理   

公共交通利用者に関しては，バスの輸送人数は平成

9 年に比べて約 20 年で 40%近く減少している．交通分

担率は 6)平日，休日ともに自動車の交通分担が増加して

いることが明らかである（図 1）．平成 27 年において

は，平日で約 7 割，休日では約 8 割以上自動車が利用

されており，宇都宮市の自動車需要は全国的にみても

高い傾向にある．また，3 環状 12 放射道路をはじめと

する道路整備を計画的に進めてきたが，依然としてピ
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ーク時における交通渋滞は発生している． 

 

図１ 宇都宮市の交通分担率 6) 

(2)  LRT 利用需要予測 

国土交通省は，宇都宮市を中心とする県中央広域都

市圏を対象に LRT の需要予測を行った．図 2 より，

LRT 利用者のうち転換もとで 1 番多いのが自動車であ

り，車社会からの脱却の糸口になると考えられる.7) 

 

図２ 宇都宮市の交通需要予測7) 

 

3. 研究概要 アンケート調査  

宇都宮 LRT 開業前に，沿線地域住民にアンケート調

査を行い，利用意向や交通の変化，LRT に対する事前

評価を分析することを目的に行う．  

表―１ アンケート概要 

調査対象地

域 

ライトレール沿線から500ｍ以内 

（計29町丁目） 

調査期間 2023年 1月11日～1月27日 

調査方法 紙媒体のアンケート調査 

配布方法：ポスティング（1世帯につき

2枚の調査票を同封） 

回収方法：大学宛にてポスト投函 

配布枚数 1500世帯分 

 
〈質問項目〉 
Ⅰ．現在の交通について 
a) 外出目的 b)外出頻度 c)外出目的先 
d) 交通手段 e) 使用している公共交通の評価 

Ⅱ．LRTについて 
a) 開業後のLRT利用頻度予定 
b) 開業によって変わるかもしれない外出目的 

c) LRT に対する期待度 

d) 開業による自家用車に乗る回数の変化 

e) LRTの印象・イメージ（16項目＋自由記入） 

f) 開業による移動に関する期待度 

g) 総じてLRTは地域にとって効果的か 

 
4. おわりに 

アンケートの結果から，現在の交通について整理し，

LRTへの利用意向や開業に伴う交通の変化について分

析を行う．現在の交通に関しては，問題視されている自

動車分担率，公共交通利用の減少に着目し，属性ごとに

どのような特性，違いがあるかを明らかにする．そのう

えで属性ごとのLRT利用意向や外出回数の変化，交通目

的の増減を分析し，総合的に見た交通変化，LRT導入効

果について検討する． 
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